
 

 

 

 

 

3 月７日（土）、北ふれあいセンターのマスカット 

ホールで岡山市にある産婦人科、サン・クリニック 

院長、山縣威日先生をお迎えし、第 2 回の育児セミ 

ナーを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   会場は、用意した席が満席！！多くの人が山縣先生の話に 

                   耳を傾けていました。今回のテーマは「子育てと性教育」。

家庭でどんな風に性について教えたらいいのか、そもそも

性教育とは何なのか・・・                 

                   一般的に「性教育」と聞くと、体の仕組みなどを教えるこ

とだと思われがちです。しかし、今回の山縣先生のお話で

は性（いのち）教育とは、生きるということを教えること

だとありました。特別に教えなくても、私たちの周りにあ

る自然界の営みから、子供たちはいのちの仕組みや大切さ

を、自然と学ぶことができる、また、本物を知っていれば、

情報がたくさん飛び交う現代でも正しい判断ができる、だ

からこそ「本物」に触れ合うことが大切だとありました。 

♪ 

「君は愛されるため生まれた  

    君の生涯は愛で満ちている」♪ 

  

先生のお話の中で『子育て』とは子供たちが 

「幸せに生きてきた」と感じられる心を作っ 

てあげることだとありました。 

子供たちも私たちも人はみんな幸せになる 

ために生まれてきました。親として子供は 

自分とは違うものだと認めた上で、愛して 

いるということを伝え続けていきたいもの 

です。 

今回のセミナー、たくさんの方のご参加 

本当にありがとうございました。 


